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特特  
集集

基
本
的
な
考
え
方

● �

本
会
で
は
、
令
和
２
年
３
月
に
地
域
福

祉
活
動
支
援
計
画
・
強
化
発
展
計
画
と

し
て
策
定
し
た
『
新
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
み
え
プ
ラ
ン
（
第
１
期
計
画
）』
に
基

づ
き
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

● �『
新
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
み
え
プ
ラ
ン
』

で
は
、「
認
め
合
い　
包
み
込
み　
共
に

生
き
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う

基
本
理
念
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

３
つ
の
基
本
目
標
を
設
け
て
い
ま
す
。

● �

令
和
６
年
度
に
お
い
て
、
地
域
福
祉
を

取
り
巻
く
状
況
や
国
・
県
等
の
動
向
な

ど
を
踏
ま
え
、
県
社
協
が
重
点
的
に
取

り
組
む
事
業
を
、『
新
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
み
え
プ
ラ
ン
（
第
１
期
計
画
）』
の
３

つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
整
理
し
て
い

ま
す
。

● �

今
年
度
は
、
第
２
期
計
画
の
策
定
に
向

け
て
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
進
捗
状
況

や
福
祉
を
と
り
ま
く
社
会
情
勢
の
変
化

な
ど
を
踏
ま
え
、
新
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
み
え
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、

協
議
・
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

重
点
事
業

　
基
本
目
標 

❶�

　
地
域
共
生
の
基
盤
づ
く
り�

① �

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

　

 

市
町
社
協
の
組
織
・
機
能
強
化
の
支
援

重
点
化
の
必
要
性

● �

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
地

域
に
お
け
る
「
連
携
・
協
働
の
中
核
」

と
し
て
、地
域
の
相
談
支
援
機
関
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

し
て
の
機
能
を
担
う
こ
と
が
市
町
社
協

に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
支
え
合
う
地

域
づ
く
り
の
取
組
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、

地
域
の
福
祉
拠
点
と
し
て
の
専
門
性
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
市
町
社
協
の
支
援

に
取
組
み
ま
す
。

● �

福
祉
教
育
は
、
す
べ
て
の
人
が
「
ふ
だ
ん

の　

く
ら
し
の　

し
あ
わ
せ
」
を
目
指

し
、
多
様
性
を
認
め
合
う
、「
と
も
に
生

き
る
力
」
を
育
む
も
の
で
す
。
近
年
の
ひ

き
こ
も
り
、
虐
待
、
孤
立
と
い
っ
た
地
域

の
生
活
課
題
を
考
え
、
自
分
た
ち
の
暮
ら

す
地
域
社
会
を
住
み
や
す
く
し
て
い
く

た
め
に
、
共
に
学
び
合
い
、
育
ち
あ
う
機

会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
福

祉
教
育
の
推
進
、
市
町
社
協
の
福
祉
教
育

推
進
支
援
に
取
組
み
ま
す
。

② 

生
活
困
窮
世
帯
へ
の
相
談
支
援
の

　

 

充
実
強
化

重
点
化
の
必
要
性

● �

国
の
第
二
期
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

基
本
計
画
（
令
和
４
年
３
月
25
日
閣
議
決

定
）
で
は
成
年
後
見
制
度
と
日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
が
地
域
を
問
わ
ず
一
定
の

水
準
で
利
用
で
き
る
体
制
を
目
指
す
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
と
な
り
権
利
擁
護
支
援
の
ニ
ー
ズ

が
多
様
化･

増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
中

で
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
促
進
や
体
制
の
維

持
・
確
保
等
に
取
組
み
ま
す
。

● �

コ
ロ
ナ
禍
を
は
じ
め
様
々
な
要
因
に
よ

り
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
が
増
え
る

中
、
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
課
題
が
よ
り
複
雑
化･

深

刻
化
す
る
前
に
自
立
の
促
進
を
図
る
こ

と
が
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
複
合
的
な
生

活
課
題
へ
の
対
応
強
化
を
図
る
た
め
に

他
制
度
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
共
に
、

必
要
な
人
に
こ
の
事
業
の
情
報
が
届
く

よ
う
に
周
知
広
報
に
取
組
み
ま
す
。

● �

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
い

令
和
２
年
３
月
よ
り
貸
付
を
開
始
し
た

特
例
貸
付
金
に
つ
い
て
、
過
去
に
例
を

み
な
い
規
模
の
償
還
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
適
正
な
事
業

を
進
め
る
た
め
の
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　
基
本
目
標 
❷�

　
持
続
可
能
な
社
会
福
祉
の
仕
組
み
づ
く
り�

① �

多
様
な
人
材
の
福
祉
分
野
へ
の

　

 

参
入
促
進
お
よ
び
保
育
士
確
保
の
拡
充

重
点
化
の
必
要
性

● �

福
祉
を
支
え
る
人
材
の
確
保
は
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
新
卒
者
の
み
な
ら
ず
、

シ
ニ
ア
世
代
、
子
育
て
世
代
、
外
国
人

な
ど
多
様
な
人
材
の
参
入
促
進
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
介
護
未
経
験
者
を
対

象
と
し
た
「
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研

修
」
や
「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」、「
介

護
助
手
の
普
及
推
進
」
な
ど
を
通
じ
て

裾
野
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
保

育
士
確
保
の
た
め
、
保
育
士
資
格
取
得

の
た
め
の
修
学
資
金
や
保
育
補
助
者
雇

上
げ
費
支
援
等
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

② �

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の
た
め
の

　

 

多
様
な
研
修
機
会
の
提
供

重
点
化
の
必
要
性

● �

質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
持
続
的
に

提
供
さ
れ
る
た
め
に
は
、
研
修
を
通
じ
て

福
祉
人
材
の
定
着
支
援
・
育
成
に
取
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。
本
会
で
は
様
々
な

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
業
種
別
研

修
、
テ
ー
マ
別
研
修
に
つ
い
て
、
対
象
者

で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
等
に
研
修
内
容

等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
結
果
を

も
と
に
よ
り
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る

よ
う
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
効
果
的
な
研
修

機
会
の
提
供
に
取
組
み
ま
す
。

　
基
本
目
標 

❸�

　
災
害
時
に
備
え
た
支
援
活
動
の
充
実�
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① �「
三
重
県
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
」（
三

重
県
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
お
よ
び
三
重
県
広
域

受
援
計
画
（
第
５
章　
高
齢
者
や
障
が

い
者
等
を
支
援
す
る
職
員
（
介
護
職
員

等
）
の
受
入
れ
に
関
す
る
計
画
）
の
体

制
整
備

重
点
化
の
必
要
性

● �

令
和
元
年
度
に
締
結
し
た
協
定
に
基
づ

き
、
具
体
的
な
活
動
に
取
組
む
こ
と
が

で
き
る
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
令
和
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

研
修
を
継
続
し
、
新
た
な
登
録
員
を
増

や
し
な
が
ら
、
登
録
員
の
資
質
向
上
や

訓
練
に
も
継
続
的
に
取
り
組
み
ま
す

② �

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
へ
の
支
援
に

つ
い
て

重
点
化
の
必
要
性

● �

令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
は
、
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
地
理
的
な
要
因

な
ど
か
ら
、
支
援
で
き
る
人
や
資
源
の

制
限
も
あ
る
た
め
、
息
の
長
い
支
援
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
本
会
と
し
て
も
令
和

６
年
１
月
か
ら
支
援
に
取
組
ん
で
い
ま

す
が
、
引
き
続
き
支
援
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

〇 �

な
お
、
県
社
協
の
事
業
（
活
動
）
の
展

開
に
当
た
っ
て
は
、
国
・
県
等
の
施
策

と
の
連
携
、
社
協
・
福
祉
関
係
団
体
等

と
の
連
携
強
化
を
一
層
図
り
な
が
ら
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
特
に
、
令
和

元
年
度
に
県
が
策
定
し
た
「
三
重
県
地

域
福
祉
支
援
計
画
」
と
の
連
携
に
よ
り
、

着
実
に
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

推進項目 ①　支え合う地域づくりの支援
　市町社協の機能強化の推進、小地域福祉活動支援の強化、福祉教育の支援、共同募金との連携強化、子どもの居場所
支援事業　等
推進項目 ②　多様な主体との協働
　民生委員・児童委員の活動支援と連携強化、種別協議会との連携・協働の推進、社会福祉法人の公益的な取組の促進、
ボランタリーアクションを支える仕組みづくり、当事者活動の支援強化　等
推進項目 ③　総合的な相談支援機能の強化
　日常生活自立支援事業における市町社協支援の強化、成年後見制度の利用促進による権利擁護活動の支援、生活困窮者
の自立支援、生活福祉資金・臨時特例つなぎ資金等貸付事業の推進　等

基本目標 ❶　地域共生の基盤づくり

推進項目 ①　福祉人材の確保・就労支援
　三重県福祉人材センター機能の充実・強化、多様な人材の福祉分野への参入促進、福祉分野の魅力発信の強化と就労支援、
三重県保育士・保育所支援センターの充実・機能強化　等
推進項目 ②　福祉人材の定着支援と育成
　福祉事業所との連携・支援の強化、福祉人材のキャリアアップ支援、福祉人材の専門性の向上、介護支援専門員試験・
研修センターの機能強化　等
推進項目 ③　質の高い福祉サービスに向けた支援
　社会福祉事業の経営支援の強化、福祉サービスにかかる苦情解決体制の整備、福祉サービスの評価活動の推進　等

基本目標 ❷　持続可能な社会福祉の仕組みづくり

推進項目 ①　災害時に備えたネットワークの構築・基盤強化
　三重県 DWAT の体制整備、三重県広域受援計画（第 5 章　高齢者や障がい者等を支援する職員（介護職員等）の受入
れに関する計画）の体制整備、社会福祉施設における事業継続計画（BCP）策定支援、全社協、東海北陸ブロック県・指
定都市社協や県内市町社協との連携・協力、災害時のボランティア活動支援、市町社協や福祉施設・事業所における災害
対応強化の支援、令和６年能登半島地震の支援　等

基本目標 ❸　災害時に備えた支援活動の充実

推進項目 ①　組織体制の強化
　組織体制の強化、事務局体制の強化、財務規律の強化　等
推進項目 ②　福祉のプラットフォームの構築
　情報収集・提供、広報の充実・強化、福祉の連携・協働の拠点としての環境整備、シンクタンク機能の強化、
三重県とのパートナーシップの強化　等

県社協の経営基盤の強化

事業計画事業計画
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令和６年度　令和６年度　収支予算の概要収支予算の概要

総務企画部
総務課 地域福祉課

課　　長　　加藤　千弘 課　　長　　山口　訓広
主　　事　　松本　瑞季 地域福祉・市町社協
嘱　　託　　佐野　　瞳 主　　事　　橋本　允聖
嘱　　託　　坂本　由美 主　　事　　松野　朱里
業務補助　　加藤　龍知 主　　事　　野尻　康平
生活福祉資金課（ｾﾝﾀｰ） 嘱　　託　　神田　夏実

課長（ｾﾝﾀｰ長）　日向　智信 ボランティアセンター
専 門 員　　平井　貴子 ｾﾝﾀｰ長（兼）　山口　訓広
主　　任　　秋葉　勇弥 嘱　　託　　中西　　崚
主　　事　　天野　綾佳 日常生活自立支援センター
主　　事　　大内　颯太 ｾﾝﾀｰ長（兼）　山本　和寿
嘱　　託　　北出真由美 主　　任　　森　　拓眞
嘱　　託　　栗谷　真子 主　　事　　古郡　健太
嘱　　託　　小宮　友亜　 民生委員児童委員
嘱　　託　　椛田　徳幸 嘱　　託　　上田　順子
嘱　　託　　出口　智美 嘱　　託　　野村　尚美
嘱　　託　　小林由香里 生活相談支援課（ｾﾝﾀｰ）
嘱　　託　　村田　千紘 副部長兼課長

（ｾﾝﾀｰ長）　　小海途誠也嘱　　託　　石村　貴之
嘱　　託　　前川るみ子
嘱　　託　　田中　智志
嘱　　託　　倉本　浩文
嘱　　託　　小笠原泰司
嘱　　託　　小林　浩美
嘱　　託　　長井みどり
嘱　　託　　小坂　明美
嘱　　託　　佐藤　篤志

福祉研修人材部
福祉育成支援課 福祉人材課（センター）

課　　長　　富田真実子 課長（ｾﾝﾀｰ長）　関根　正樹
社会福祉研修センター 人材確保・定着支援グループ

ｾﾝﾀｰ長（兼）　富田真実子 主　　査　　小倉　諒也
主　　任　　片山　誠一 専 門 員　　山地　雅子
主　　事　　濵口みき乃 専 門 員　　井深　麻裕
主　　事　　諏訪　愛実 専 門 員　　中西由美子
嘱　　託　　佐藤　安紀 専 門 員　　森　智重美
嘱　　託　　中川佳小里 嘱　　託　　中西由起子
嘱　　託　　森　　葉子 嘱　　託　　田中　亜依　
シニア社会活動・種別協議会支援 人材育成グループ
主　　事　　長谷川雄大 主　　任　　濱田　康太　
嘱　　託　　仁田　早苗 主　　事　　羽儀　雄斗
嘱　　託　　中野　朝美 嘱　　託　　森　　　智
嘱託（兼）　佐藤　安紀 嘱　　託　　荒木　裕恵
嘱託（兼）　中川佳小里 嘱　　託　　東海　友紀
業務補助　　坂野　美樹 嘱　　託　　北村かおり

災害福祉支援 嘱　　託　　庄村　明子
主任（兼）　片山　誠一 保育士・保育所支援センター

ｾﾝﾀｰ長（兼）　関根　正樹
介護支援専門員試験・研修課（ｾﾝﾀｰ） 嘱　　託　　西村　友美　
課長（ｾﾝﾀｰ長）　佐藤　克哉 嘱　　託　　太田　育子
主　　事　　安保健太郎
主　　事　　榮田　真子
嘱　　託　　桝田　美幸
嘱　　託　　福永　綾子
嘱　　託　　近藤　卓也
嘱　　託　　竹内　智彦

独立事務局
運営適正化委員会

事務局長　　稲木　和彦
地域密着型外部評価

部長（兼）　山本　和寿
課長（兼）　山口　訓広
主事（兼）　野尻　康平
嘱託（兼）　坂本　由美

第三者評価
課長（兼）総括　加藤　千弘　
課長（兼）　日向　智信
課長（兼）　富田真実子
課長（兼）　関根　正樹
課長（兼）　山口　訓広
課長（兼）　佐藤　克哉
主査（兼）　小倉　諒也
主任（兼）　濱田　康太
主任（兼）　片山　誠一
主任（兼）　秋葉　勇弥
主任（兼）　谷岡佑一郎
主任（兼）　森　　拓眞

三重県共同募金会

三重県社会福祉事業
職員共済会

事務局長　　紀平　益美
課　　長　　坂口　ゆり
主　　任　　谷岡佑一郎
主　　事　　田中真莉奈
主　　事　　箕田　響介

共同募金会
嘱　　託　　小西伊津美

共済会
嘱　　託　　鈴木香奈子
嘱　　託　　米田　剛生

三重ボランティア基金
事務局長（兼）　山本　和寿
次長（兼）　山口　訓広
書記（兼）　松野　朱里
書記（兼）　橋本　允聖

会　長　　井村　正勝

常務理事・事務局長　　横田　浩一

事務局次長兼総務企画部長　　山本　和寿　/　事務局次長兼福祉研修人材部長　　山﨑　和彦

地
域
福
祉

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
）

（
日
常
生
活
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
）

法
人
運
営

生
活
福
祉

資
金
セ
ン
タ
ー

生
活
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉

研
修
セ
ン
タ
ー

介
護
支
援

専
門
員
試
験
・

研
修
セ
ン
タ
ー

シ
ニ
ア

社
会
活
動

種
別
協
議
会

支
援

災
害
福
祉
支
援

福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー

（
保
育
士
・
保
育
所

支
援
セ
ン
タ
ー
）

運
営
適
正
化

委
員
会

地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価

第
三
者
評
価

総務企画部 福祉研修人材部 独立事務局

三重県社会福祉協議会　事務局体制と主な業務の所管　（順不同　令和６年４月１日現在）

（単位：千円）
事業区分 事業活動収入 事業活動支出 収支差額

R6 R5 増減 R6 R5 増減 R6 R5 増減
社会福祉事業 635,528 634,021 1,507 663,618 665,642 △ 2,024 △ 28,090 △ 31,621 3,531
公益事業 139,408 181,016 △ 41,608 292,437 204,000 88,437 △ 153,029 △ 22,984 △ 130,045
 （公益事業から貸付事業を除く額） 63,064 54,574 8,490 62,299 56,152 6,147 765 △ 1,578 2,343
収益事業 3,206 3,156 50 3,206 3,156 50 0 0 0

計 841,206 872,767 △ 31,561 1,021,560 928,950 92,610 △ 180,354 △ 56,183 △ 124,171
（貸付除く） 701,798 691,751 10,047 729,123 724,950 4,173 △ 27,325 △ 33,199 5,874

本会の事業活動による収支を事業区分別に示すと下表の通りであり、収入・支出の主な内訳はグラフの通りとなっています。

収入合計
701,798 千円

支出合計
729,123 千円

会費収入　4％
26,940 

分担金収入　7％
46,022 

経常経費補助金収入
42％

296,075 

受託金収入　34％
239,433 

自主財源収入　11％
（寄附金収入、事業収入、
負担金収入、助成金収入、

受取利息配当金収入）
77,694 

その他の活動による収入計　2％
15,108 

人件費支出
42％

304,866 

事業費支出
12％

86,551 

事務費支出
40％

290,934 

助成金支出
1％

4,830 

負担金支出
2％

18,869 

施設整備による支出
0％
200 

その他の活動による支出計
3％

22,873
その他の収入　0％

526

令和６年度一般会計収入（貸付事業除く） 令和６年度一般会計支出（貸付事業除く）
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一員となった仲間たちの紹介一員となった仲間たちの紹介
今年度から新たに三重県社協の今年度から新たに三重県社協の

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

令和６年度

〈SJ23-11315より抜粋〉

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円
補償開始日から補償（＊）

350円 500円

通院保険金日額
特定感染症

地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お1人につきいずれかのプラン1口のみとなります。

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

　読書が好きで、特に推理小説（ア
ガサ・クリスティ等）をよく読みま
す。本屋に立ち寄ることも多いの
で、見かけた際は声をかけてもら
えると嬉しいです。
　わからないことも多い未熟者で
すが、何卒宜しくお願いします。

長
は

谷
せ

川
が わ

  雄
ゆ う

大
だ い

福祉研修人材部
福祉育成支援課

　趣味は自宅の畑で果樹や野菜
を育てること、投資やポイ活と
いわれる少しお得に物を買うこ
と、子どもと映画やアニメを見
たり…様々なことを楽しみなが
ら子どもと一緒に成長していま
す。仕事も早く覚え、成長し頑張っ
ていきたいと思います！

　生まれは宮城、育ちは名古屋で
すがこの度ご縁あって三重県に参
りました。
　お菓子を作ること、食べることがと
もに好きで、仕事に邁進することを第
一としつつも三重県内の美味しいお
菓子に巡り合えることも楽しみです。

　好きなことは散歩で、子どもと一緒に
近くの公園まで歩いていくのは心身ともに
充実します。また Not 枕推しで子どもの
ころから頭が高くなるのが嫌で枕を使用し
ておりません。新たな生活を迎えるこの機
会に、睡眠の質を高めるためにもこれか
らは、枕にこだわってみようかと思います。

大
お お

内
う ち

  颯
そ う

太
た

総務企画部
生活福祉資金課

羽
は

儀
ぎ

  雄
ゆ う

斗
と

福祉研修人材部
福祉人材課

野
の

尻
じ り

  康
こ う

平
へ い

総務企画部
地域福祉課
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令
和
５
年
度　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
実
績
及
び
配
分
の
ご
報
告

● 募金目標額と実績額について （単位：円）
目標額 実績額 前年度実績

令和５年度共同募金 283,000,000 280,890,616 272,563,778

内　
訳

一般募金 245,700,310 249,478,754 240,803,505
地域課題解決型募金 1,500,000 226,000 20,000
地域歳末たすけあい募金 21,834,000 20,715,856 20,290,177
ＮＨＫ等歳末たすけあい募金 13,965,690 10,470,006 11,450,096

令
和
５
年
10
月
１
日
（
日
）
か
ら
令

和
６
年
３
月
31
日
（
日
）
ま
で
、
県
内

各
地
で
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
県
民
の
皆
様
を
始
め
各

種
団
体
な
ど
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
、

ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
額
は
、

２
億
８
千
万
円
余
で
、
昨
年
度
実
績
額

よ
り
も
約
８
百
万
円
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
募
金
は
、
県
内
の
社
会
福
祉
協

議
会
、
社
会
福
祉
関
係
団
体
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
配
分
さ
れ
、

令
和
６
年
度
の
地
域
福
祉
活
動
事
業
や

施
設
利
用
者
の
た
め
の
設
備
等
の
充
実

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
募
金
の
一
部
は
災
害
等
に
備

え
る
た
め
、
災
害
等
準
備
金
と
し
て
積

み
立
て
ら
れ
ま
す
。

今
後
と
も
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

● 配分（助成）額 （単位：円）
施設・団体 社会福祉協議会 合　計件数 配分額 件数 地域配分額

一般
募金

広域配分 4 1,322,000 1 6,191,000 7,513,000
地域配分 3 1,000,000 29 225,315,757 226,315,757

地域歳末たすけあい募金 13 20,715,856 20,715,856
ＮＨＫ等報道機関歳末たすけあい義援金 14,464,441 14,464,441

合　　　　計 269,009,054
（注）配分額には、募金額以外に災害等準備金取崩額と過年度配分戻入金が含まれます。

一般募金・地域歳末募金の配分先の詳細は、HP に掲載しています。

● NHK 等報道機関歳末たすけあい義援金の内訳 （単位：円）
配分先 配分額（円）

テーマ事業 ソフト事業 － －
福祉車両及び備品購入事業 4 法人 5,420,300

児童福祉施設 重点配分 7 施設 1,456,440

児童養護施設 卒業祝金（自立する児童） 32 名分 960,000
自立支援金 28 名分 2,800,000

母子生活支援施設 小中学校入学支援金 13 名分 390,000
里子 支援金 148 名分 2,960,000
子ども食堂 運営資金 5 団体 477,701

合　　　　計 14,464,441

● 災害等準備金積立と経費 （単位：円）
令和５年度災害等準備金積立（募金実績の３％） 8,420,000
次年度配分引当金 1,500,000
共同募金運動経費 36,999,999

合　　　計 46,919,999
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令和６年４月９日 ( 火 )、三重県社会福祉会館３階講堂
で令和５年度共同募金配分金交付式を開催しました。交付
式には受配団体のほか、三重県共同募金会の役員等が出席
しました。

交付式では、昨年 10 月から今年３月までの間に街頭・
地域・職場等で、皆様からお預かりした募金を県内の７社
会福祉団体と 30 社会福祉協議会に配分しました。

受配団体を代表して、「特定非営利活動法人 快生教学会」
「社会福祉法人 伊賀市社会福祉協議会」に配分金交付書を
手交するとともに、各団体からは共同募金を活用して実施
する事業内容等をご報告いただきました。

県民の皆様からお寄せいただいた募金は、社会福祉事業
を行うために、それぞれの団体で有効に活用されます。

募金にご協力いただきまして、ありがとうございました。

❶ 概　要
三重県共同募金会は、県民の皆様の赤い羽根共同募金に対する理解を深め、運動の

普及拡大を図ることを目的に、三重県オリジナルの募金バッジを作成します。
採用作品は、令和６年度の啓発バッジとするほか、その他ポスターやチラシに活用

します。

❷ 入選作品

❸ 募集期間
   令和６年４月１日（月）～５月 31 日（金）※当日消印有効

共同募金配分金交付式の開催
令和５年度

①「三重の赤い羽根賞」（採用作品） １点 賞金　３０，０００円（※高校生以下の場合は図書カード）
②「三重県知事賞」 １点 賞金　　５，０００円（※高校生以下の場合は図書カード）
③「三重県議会議長賞」 １点 賞金　　５，０００円（※高校生以下の場合は図書カード）
④「三重県教育委員会賞」（学生の作品） １点 賞金　　５，０００円（※図書カード）
⑤「三重県社会福祉協議会長賞」 １点 賞金　　５，０００円（※高校生以下の場合は図書カード）
⑥「努力賞」 ５点 賞金　　１，０００円（※図書カード）

三重の赤い羽根共同募金
バッジデザインを募集しています！

令和６年度

バッジデザインへの応募方法等の詳細については、
三重県共同募金会の HP をご覧ください。

　　　　〒 514-0003　三重県津市桜橋 2 丁目 131 三重県社会福祉会館 2 Ｆ
　　　　TEL：059-226-2605　FAX：059-221-0044　E-mail：miekyoubo@miewel.or.jp連絡先

三重県共同募金会

たくさんのご応募をお待ちしています♬

社会福祉団体代表
特定非営利活動法人 快生教学会

社会福祉協議会代表
社会福祉法人 伊賀市社会福祉協議会

令和５年度バッジデザイン
（三重の赤い羽根賞）
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令和６年度共同募金配分申請を受付けています
令和７年度事業充当

対象・団体
⃝社会福祉法第２条第２項および第３項（第 13 号を除く）に規定

する社会福祉事業を行う法人
⃝更生保護事業法第２条第１項に規定する更生保護事業を行う法人
⃝特定非営利活動法人及びボランティア団体
⃝県社会福祉協議会、市町社会福祉協議会
⃝その他、三重県共同募金会が特に必要と認めた団体

募集期間　※当日消印有効
令和６年５月１日（水）～ ５月 31 日（金）

申請区分 配分限度額 配分対象 受　付
広域福祉活動支援事業 50 万円 広域団体 三重県共同募金会

先進的モデル事業 50 万円
広域団体 三重県共同募金会

地域団体 市町共同募金委員会

社会福祉施設等整備事業
通　　常…工事 50 万円　備品 30 万円
災害復旧…建物整備 100 万円
　　　　　備品整備 50 万円

広域団体 三重県共同募金会

地域団体 市町共同募金委員会

地域福祉活動支援事業 30 万円 地域団体 市町共同募金委員会

申請書の提出について
申請書様式については、三重県共同募金会ホームページからダウンロードし、ご記入のうえ提出してください。

令和６年度　三重県共同募金会　助成団体募集計画令和６年度　三重県共同募金会　助成団体募集計画

社会福祉法人　三重県共同募金会
〒 514-0003　三重県津市桜橋 2 丁目 131（三重県社会福祉会館内）
TEL：059(226)2605　　FAX：059(221)0044
E-mail  miekyoubo@miewel.or.jp　　URL  https://mie-akaihane.or.jp/　

お問い合わせ先

助成種類 募集時期 対象団体 対象事業・活動

公益財団法人 中央競馬馬主
社会福祉財団

5 月 1 日（水）
～ 5 月 31 日（金）

社会福祉法人、社会福祉事業を
行っている NPO 法人、公益財
団法人、公益社団法人等

施設の拡充または改築、備品の
購入、車両の購入等

公益財団法人 車両競技
公益資金記念財団

年２回（予定）
（６月、３月） 完成後 15 年以上経過した保育所 保育所の補修

NHK等歳末たすけあい義援金 9 月１日（日）
～ 10 月４日（金）

地域福祉に取り組むボランティ
ア団体、NPO、更生保護団体等、
民間の社会福祉、更生保護事業
を経営する非営利法人

身体障がい者（児）、知的障がい者（児）、
支援を必要とする高齢者等に関する
事業、中央共同募金会の全国テーマ
及び「災害」に関する事業

地域課題解決型募金 9 月１日（日）
～ 10 月４日（金）

活動実績が１年以上ある県内の非
営利団体

子育て支援、障がい者の生活支援、
地域から孤立をなくす活動等、地域
の福祉課題を解決するための活動

申請書の提出について
申請書様式については、三重県共同募金会ホームページからダウンロードし、ご記入のうえ提出してください。


